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１．事業の概況 

  令和６年度上期につきましては、日銀が７月に追加利上げを決定したことにより、国内金利が上昇しまし

た。また、当連合会においては、宮城県漁協から信用事業を譲り受け、さらなる広域的な事業運営を行うこ

ととなりました。このような状況下において、当連合会の主な事業、収支の実績は以下のとおりとなりまし

た。なお、開示情報のうち、前年実績値には宮城県漁協事業譲受分を含めておりません。 

（１）貯金業務 

 懸賞品付き定期貯金「ギョギョいちのおいしいおさかなが当たるキャンペーン」の販売等貯蓄推進活動

に取組みました。また、宮城県漁協からの信用事業譲受に伴い、令和６年９月末の貯金残高は７，７１４

億円（前年同期比＋５７７億円）となりました。 

   令和６年度下期も貯蓄キャンペーンの実施等を通じて安定的な調達に努めてまいります。 

（２）貸出業務 

   浜に出向く体制を強化し、会員・組合員向けの漁業関連貸出への取組みを行い、加えて、ローンキャン

ペーンを実施しました。また、宮城県漁協からの信用事業譲受に伴い、令和６年９月末の貸出金残高は、

１，３８４億円（前年同期比＋１７０億円）となりました。 

   令和６年度下期も会員・組合員等からの相談対応に基づく資金対応に努めてまいります。 

（３）収支状況 

   事業推進に取組む一方で、店舗運営の効率化による管理費の節減を推進し、令和６年度上期の収支実績

は当期剰余金３１８百万円（年間計画達成率９２％）を計上することができました。 

 

２．主要な取組み 

  令和６年度上期は「事業計画」に基づき、以下の取組みを実施いたしました。下期も経営の安定運営・効

率化、漁業金融機能・内部管理体制の強化に努めてまいります。 

（１）経営の安定運営と効率化 

  ① 地区ブロック運営等による更なる安定運営・効率化の検討 

  ② 組織全体を見据えた効率的な店舗・チャネル運営の実施 

  ③ 非対面サービス推進による窓口運営の効率化 

  ④ 事業・組織変革に向けた継続的な検討 

（２）浜に出向く体制の構築と漁業金融機能の強化 

  ① 各都県の漁業情勢・支店体制等を踏まえた漁業金融体制の機能強化・実績確保 

  ② 現場の実情を踏まえた業務研修等の実践を通じた人材育成 

  ③ 会員ＪＦとの連携強化 

  ④ ２０２４年度の貸出末残１，３６０億円の達成 

（３）内部管理体制の強化 

  ① マネロン・テロ資金供与対策にかかるリスク管理体制の構築と対応強化  

  ② 諸手続きの整備と事務指導体制の強化並びに事務堅確性の向上 

  ③ 実効性のある内部監査と内部監査体制の充実・高度化 



３．主要勘定残高の状況
（単位：百万円）

４．損益の状況
（単位：百万円）

５．信用事業命令及び金融再生法に基づく開示債権
（単位：百万円）

令和6年9月末の債権額は次の方法により算定しています。

各債権額は令和6年3月末時点を基準として、対象債権残高を修正しています。

令和6年3月末以降に債務者区分の変更が必要と認められる債務者については、9月末時点の

対象債権残高を修正しています。

（注1） 「破産更生債権およびこれらに準ずる債権」とは、破産、会社更生、再生手続等の理由により経営破綻に

陥っている債務者に対する債権およびこれらに準ずる債権をいいます。

（注2） 「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態および経営成績が悪化し、契

約に従った債権の元本の回収および利息の受取りができない可能性の高い債権をいいます。

（注3） 「要管理債権」とは、基本的には、「三月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する債権をい

います。

（注4） 「正常債権」とは、債務者の財政状態および経営成績に特に問題がないものとして、「破産更生債券およ

びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要管理債権」以外のものに区分される債権をいいます。
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６．金利リスクに関する事項
IRRBB1　金利リスク （単位：百万円）

示事項」に基づき算出しております。

７．単体自己資本比率
（単位：％）

ある場合は必要な修正をしています。
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